
　まず集会の最初にビデオ映写という形で、連合会長　
神津里季生（こうづりきお）会長の春闘開始宣言のあいさつ
を配信しました。
『神津連合会長あいさつ』→ビデオメッセージ
　2016春闘の軸として、「持続性」「月例賃金」「広が
り」「底上げ」の４つのキーワードとする。
　２年間つうじた賃金引き上げがストップすることにな
れば、デフレ脱却は一気に遠のく。働く者が持続的に賃
金が上がっていくという確信を持つには月例賃金の引き
上げが重要だ。そして一部大手企業に止まるものであっ
てはならない。付加価値の適正配分を通じて、中小零細
や労働組合のない企業への広がりを持って底上げを図っ
ていくことが重要だ。
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“地域に根ざした顔の見える連合運動”を目指そう
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2016春季生活闘争・すべての働くものの処遇を改善！
「底上げ・底支え」「格差是正」で経済の好循環実現！ 
2016春季生活闘争・すべての働くものの処遇を改善！
「底上げ・底支え」「格差是正」で経済の好循環実現！ 

2016春季生活闘争開始宣言大東地区集会

2016春季生活闘争４つのキーワード
　①持続性　②月例賃金　③広がり　④底上げ

日　時：2016年２月24日（水）18時30分～
場　所：大村市勤労者センター　講堂
参加者：60名

2016春季生活闘争、第24回参議院議員選挙勝利
政策制度要求実現、大東地区総決起集会
日　時：2016年３月23日（水）18時30分～
場　所：大村市民会館前駐車場広場　　デモ行進
参加者：200名

　主催者を代表して本村地協議長が「大手組合に対する
回答が出され軒並み昨年の半分の賃上げの中で今後地
場・中小・非正規労働に全力を傾ければ格差是正の展望
がひらける。また、参議院選挙では『西岡秀子』氏の野
党統一候補の体制が整った。これで自民候補に勝利でき
る展望が開けた。」と訴えた。
　その後、連合長崎より本村副会長、大村地区労より井
上議長、民主党県連より渡邊幹事長、社民党大村支部よ
り村上代表より連帯のあいさつを受け、自治労連大村市
職・九電ユニオンの２単組から決意表明を受け、集会宣
言採択、団結頑張ろうで集会を閉め、市内デモ行進を
行って集会を終了した。

【その他具体的取り組み】
１）連合九州ブロック「2016春闘キャラバン」及び
　　大村東彼地区街宣行動
　⑴　連合九州ブロック2016春闘キャラバン街宣行動
　　　日　時　2016年２月22日㈪　13：00～17：00
　　　内　容　九州ブロック街宣カーによるテープ街宣
　⑵　大東地区街宣行動
　　　期間　第１次　２月12日～24日
　　　　　　第２次　３月11日～24日
　　　内容　クラシノソコアゲ応援団！
　　　　　　　2016ＲＥＮＧＯキャンペーンの街宣
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連合長崎2016春季生活闘争討論交流集会報告
日　時　2016年１月23日㈯　13：30～
場　所　ホテル「矢太棲」
参加者　大東・塩入、　対馬・鶴岡
　　　　産別より　大村セラテック・壱岐交通・対馬交通
内　容　１．主催者あいさつ　　森会長
　　　　２．基調講演　Ⅰ
　　　　　　「連合本部2016春季生活闘争方針提起」
　　　　　　　　　連合本部総合労働局長　　須田　　孝　氏
　　　基調提案  Ⅱ「ワークルールの取り組み」
　　　　　　　　　連合本部労働法制局長　　黒田　正和　氏
　　　　３．連合長崎2016春季生活闘争の取り組み（別紙参照）
　　　　　　　　　佐竹明彦副事務局長
　　　　４．分散会

2015年度政策制度要求
　 東彼地区学習会を開催
2015年度政策制度要求
　 東彼地区学習会を開催

連合長崎第40回地方委員会報告

１）日　時　2016年２月10日㈬　14：00～
２）場　所　セントヒル長崎
３）出席者
　　代　議　員　75名中53名出席
　　執 行 委 員　塩入
　　特別地方委員　本村議長・赤木壱岐ブロック議長
　　　　　　　　　大塔対馬ブロック事務局長
４）次　第　
①開会あいさつ
②会長あいさつ
※安倍政権は、「年金積立の資金運用で、株式での運用
大幅拡大」「マイナス金利政策」等々危険な政策を
次々打ち出している」
非正規労働者が40％、そのうち1/3が世帯主
格差拡大に歯止めをかけるため、同一労働・同一賃金
の追及
参議院選挙で安倍政権の暴走に歯止めをかけるため野
党統一候補で闘いを進めなければならない。
連合は民主・社民支持労組の集まり
③来賓あいさつ　
　民主党　渡邊幹事長
　　　西岡秀子氏を民主党公認で擁立
　社民党　吉村代表
　　　野党統一候補の擁立を
④報告事項　　一般活動経過報告
　　　　　　　会計報告
⑤審議事項　　2016年春季生活闘争方針（案）
　　　　　　　2016年度連合長崎組織拡大方針（案）
　　　　　　　第24回参議院議員選挙の取り組み
　　※意見：長崎選挙区の候補者の決定を早く。
⑥その他

2016年３月７日㈪　18：30 
川棚町役場第2別館大会議室

○連合長﨑方針提起
　　講師　連合長崎副事務局長　芳川　孝太郎　氏
○東彼３町への要求書を事務局で作成し単組で議論。
○３月24日に東彼地区３町（波佐見町、川棚町、東彼
杵町）へ要求書を提出しました。
○３月28日㈪ 対馬市へ要求書を提出しました。（新市
長・比田勝市長へ）
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１．センターの体制・名称について
　１）体制について

２）センターの名称について
⑴　連 合 長 崎……連合長崎 非正規・パート労働者支援センター
⑵　各地域窓口……連合長崎 非正規・パート労働者支援センター長崎

連合長崎 非正規・パート労働者支援センター佐世保
連合長崎 非正規・パート労働者支援センター諫早
連合長崎 非正規・パート労働者支援センター大村
連合長崎 非正規・パート労働者支援センター五島

３）開設セレモニー
日　時　　2016年３月１日　10：30～12：00
場　所　　長崎県勤労者福祉会館

４）大村事務所開設セレモニー
日　時　　2016年３月26日㈯　18：00
場　所　　大村市勤労者センター
※事務所設置　３月２日㈬

開催日時：2016年１月30日（土）13：00～14：00
開催場所：玖珠郡玖珠町玖珠川河川敷
開催規模：5,100人
　　　　　大東・壱岐・対馬地協より24名参加
　　　　　（大村：15、東彼：５、壱岐：２、対馬２）

　連合九州ブロック連絡会は、連合本部の「米軍基地の
整理縮小と日米地位協定の抜本見直しをはかる」という
方針のもと、九州防衛局に対する要請行動や「『米軍基
地の整理・縮小』と『日米地位協定の抜本見直し』を実
現する日出生台集会」（1996年～）を継続して開催し
てきた。
　今年は、日米軍事演習が実施される。昨年に引き続き、
河川敷での集会としての開催となった。

1月31日生台集会

「在日米軍基地の整理・縮小」と「日米地位協定の
　抜本見直し」を実現する1.30日出生台集会
「在日米軍基地の整理・縮小」と「日米地位協定の
　抜本見直し」を実現する1.30日出生台集会

連合長崎非正規労働センターの設置について連合長崎非正規労働センターの設置について

看板掲げる石井連合長崎副会長と連合長崎大東・
壱岐・対馬地協本村議長

連合長崎 非正規・パート労働者支援センター
（事務局：連合長崎）

【センターの機能】
⑴ 非正規労働者に関わる諸課題の把握・対応
⑵ 地域の未組織労働者、非正規労働者の相談機能の強化
⑶ 労働組合立ち上げのサポート　　など

連合長崎 非正規・パート労働者支援センター（地域名）
各地域における非正規労働者の窓口
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　2016春闘も大手に対する賃金引き上げの回答が出
され、軒並み昨年を下回る回答となっています。今後
は地場中小に闘いへと移っています。「格差解消」へ
となお一層の取り組みの強化が求められています。
　さらには参議院選挙も迫っています。長崎選挙区で
は「西岡秀子」さんの推薦を決定し、そして、市民連
合と一緒になった野党共闘も実現しました。参議院選
挙闘争勝利の絶好のチャンスです。
　安倍政権を打倒するため2016春闘・参議選全力で
頑張りましょう！（T・S）

Eメール：tikyoshioiri@globe.ocn.ne.jpご意見を

編 集 後 記

安倍政権の暴走を許さないため
参議院議員選挙で
 長崎選挙区「西岡秀子」氏・
比例区組織内候補と連携し、
完全勝利を目指して全力で闘おう！！

　「大村湾沿岸一斉清掃」へ参加しました。
１．日　　時　2016年２月28日㈰
　　　　　　　午前７時30分より（１時間程度）
２．清掃区域　大村公園海岸一帯
３．参 加 者　７名
※地協傘下の組合も各事業所が「大村湾沿岸一斉清掃」
を取り組んでおり、その中で参加をしております。

【連合列島クリーンキャンペーンの取り組み】

　連合長崎は、３月８日㈫ 臨時執行委員会において
第24回参議院議員選挙「長崎選挙区」予定候補者に、
「西岡　秀子」氏（民主党公認・新・52）を全会一致
で推薦決定しました。
　地協においても、幹事会で推薦決定し、推薦状を手渡
しました。
【西岡　秀子氏の決意表明】　≪＝抜　粋＝≫
　「安倍政権は、国民不在の独善的な政権運営を続けて
います。
　特に、昨年９月には、安全保障関連法案を国民の大多
数が反対する中、成立させました。明らかに憲法違反の
法律であり、国の根幹に係る重要な問題を一内閣の閣議
決定で決めるという日本の民主主義、立憲主義を根底か
ら覆すものであると言わざるをえません。まさに民主主
義の瓦解が始まっています。
　私は、この現状に大変な危機感を持ち、国民不在の現
政権に歯止めをかける為、来る参議院議員選挙に挑戦す
る決意をしました。」

　大東壱岐対馬地協は、３月26日㈯第５地協幹事会に
おいて全会一致で推薦決定し、「西岡秀子」氏の勝利に
向けて全力で闘うことを確認しました。


